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本日の内容  ～研修担当者様にもご回覧ください～ 
１ 【募集】 2025～26 年度機能性表示食品広告部会 参加者募集 
２ 【募集】 オンデマンド・単位認定 特別用途食品・食品表示最新トピック研修会  
３ 【募集】 2025（令和 7）年度 特定保健用食品技術部会 参加者募集 
４ 【お知らせ】 「特定保健用食品〔トクホ〕ごあんない 2025 年版」の商品掲載募集 
５ 【お知らせ】 GMP 製品マークの新規承認について 
６ 【お知らせ】 厚労省：「食薬区分における成分本質（原材料）の取扱いの例示」の一部改正について（案）に
関する御意見の募集について 
◆◆◇◆理事長からのメッセージ◆◇◆◆ 

  

１ 【募集】 2025～26年度機能性表示食品広告部会 参加者募集 
  

機能性食品部では、機能性表示食品の広告表現の適正化と向上を目的に「機能性表示食品広告部会」を設置
し、機能性表示食品広告審査会における予備審査の実施をはじめ、様々な活動を進めています。 
この度、2025～26 年度の部会活動に参加する部会員を募集します。活動内容や申込方法などの詳細は下記
Web ページをご覧ください。 
なお、応募が多い場合は参加数を調整させていただく場合がありますので予めご了承ください。 
 
◆ 詳細はこちら https://www.jhnfa.org/news-0409.html   
◆ 申込締切 2025 年 3 月 28 日（金） 
 
■ 問合せ先 機能性食品部 kinousei@jhnfa.org 

 

 

２ 【募集】 オンデマンド・単位認定 特別用途食品・食品表示最新トピック研修会 
 

2/5 に特別用途食品、栄養成分表示、疾病リスク低減表示トクホ、機能性表示食品、GMP 認証など、食品表
示でおさえておきたい最新トピックに関する研修会を開催しました。 
講師として消費者庁食品表示課 今川 正紀 室長をお迎えし、今年 6 月から販売規制が強化される特別用途
食品「経口補水液」の申請や販売方法や機能性表示食品における GMP 認証導入等についても、幅広くご説明
いただきました。個別評価型・許可基準型「経口補水液」の販売、申請検討される企業様には必見の内容となっ
ております。 
また、食品保健指導士 2単位対象となっておりますので、食品表示最新トピックを復習する機会としてもご活用くだ
さい。 
◆ 詳細やお申込はこちら https://fs220.xbit.jp/m969/form8/ 
１ オンデマンド配信期間：3 月 31 日まで（約 3 時間） 
２ 申込締切：3 月 28 日（金）まで 
２ 参加費 ：当協会会員・食品保健指導士 4,400 円、その他 8,800 円（税込） 
       （食品保健指導士 2 単位） 

https://a23.hm-f.jp/cc.php?t=M269542&c=5584&d=0e34
https://a23.hm-f.jp/cc.php?t=M269543&c=5584&d=0e34
mailto:kinousei@jhnfa.org
https://a23.hm-f.jp/cc.php?t=M269544&c=5584&d=0e34


 

 
 ■ 問合せ先 栄養食品部 eishoku@jhnfa.org 

 

 

３ 【募集】 2025（令和 7）年度 特定保健用食品技術部会 参加者募集 
  

特定保健用食品部会員の方を対象に「2025（令和 7）年度 特定保健用食品部技術部会」の参加者を募集
します。トクホ制度改革や疾病リスク低減表示を考えたり、トクホ活用の普及活動に参加してみませんか。 
◆ 活動内容や申込方法など詳細はこちら https://www.jhnfa.org/tokuho15.html 
（参加申込は 3 月 14 日～4 月 4 日まで）。 
 
◆ 参考：今年（令和 6）度の主な活動について 
・現行制度の運用改善、行政当局（消費者庁、消費者委員会）への提案・協議 
 再許可申請マニュアルの作成、許可後の表示見本における変更届で不要な事例整理 
・疾病リスク低減特保の拡大に向けて、参考資料をもとに申請の可能性について事例の整理と考察 
・トクホや保健機能食品の参考資料をもとに、制度のあり方やトクホのわかりやすい表示について整理・検討 
・トクホの活用促進と普及に向けた取り組み（日本栄養改善学会学術総会での口頭発表及び企業展示、地方
自治体での食育講演、行政や専門家との意見交換など） 
・トクホ活用のための保健指導用教材の作成（生活習慣病５分野（血圧、血糖、コレステロール、体脂肪、中性
脂肪）、歯）と普及 
    
■ 問合せ先  特定保健用食品部  tokuho@jhnfa.org 

 

 

４ 【お知らせ】 「特定保健用食品〔トクホ〕ごあんない 2025年版」の商品掲載募集 
  

当協会では、消費者がトクホの理解を得るための冊子「〔トクホ〕ごあんない」を制作し、行政の健康施策担当部署
や保健所、栄養士養成機関（大学院、大学、短大、専門学校）などに情報提供を行っております。 
専門家が消費者等に説明する際にご活用いただいており、「健康講座の教材作成に参考なる」、「授業の教科書に
使っている」などの声をいただいており好評です。 
  
この度、2025 年版に掲載する商品を募集しますので、トクホを取り扱っている会員企業の皆様は是非ご検討くださ
い。 
学会での企業展示や地方自治体など、普及先の拡大も図っています。多くの商品が収載されることで消費者にお役
立ていただけるものと考えていますので、ご理解・ご協力をお願いします。 
掲載対象は 2025 年 4 月から 2026 年 5 月に販売される商品です。お申し込みは 2025 年春を予定していま
す。詳細につきましては特定保健用食品をお持ちの事業者様にご連絡します。 
  
参 考：「トクホごあんない」2024年版（電子ブック） 
https://www.jhnfa.org/tokuho2024/index.html?pNo=1 
  
■ 問合せ先 特定保健用食品部 tokuho@jhnfa.org 

 

 

５ 【お知らせ】 GMP製品マークの新規承認について 
 

2025 年 2 月 28 日付で以下の製品が GMP 製品マーク表示承認となりましたので、お知らせいたします。 
 

mailto:eishoku@jhnfa.org
https://a23.hm-f.jp/cc.php?t=M269545&c=5584&d=0e34
mailto:tokuho@jhnfa.org
https://a23.hm-f.jp/cc.php?t=M269546&c=5584&d=0e34
mailto:tokuho@jhnfa.org


 

会社名：株式会社 KST ジャパン 
製品名：ゼファルリン R 
 
GMP 製品マークを表示することにより、適切な製造管理・品質管理の下で製造された製品として消費者に訴求す
ることができます。 
当協会の GMP 認定工場で製造された製品は、個別の申請に基づく審査会の審査により、GMP 製品マークを表
示することが可能です。 
 
GMP製品マーク表示承認製品はホームページで紹介しています。 
https://jhnfa.org/gmp-m2.pdf 
 
■    問合せ先 健康食品部 kenshoku@jhnfa.org  

 

 

６ 【お知らせ】 厚労省：「食薬区分における成分本質（原材料）の取扱いの例示」の一部改正について
（案）に関する御意見の募集について 

  

令和 7 年 2 月 18 日より下記の意見募集が開始されていますので、お知らせいたします。 
 
【厚生労働省】 
「食薬区分における成分本質（原材料）の取扱いの例示」の一部改正について（案）に関する御意見の募集に
ついて 
 
■ 問合せ先 厚生労働省医薬局監視指導・麻薬対策課 厚生労働省代表 TEL 03-5253-1111 

 

 

  
 

 

◆◆◇◆理事長からのメッセージ◆◇◆◆ 
 最近の主な取組をご紹介します。 
 2 月 5 日（水）、特別用途食品制度・食品表示の最新トピックに関する研修会を開催し、講師として消費者庁食
品表示課の今川保健表示室長にお越しいただきました。「特別用途食品制度の改正点及び栄養成分表示等に関す
る検討状況」についてご講演いただくとともに、特別用途食品制度、機能性表示食品制度に関する質疑応答にも対
応いただきました。研修会内容は 3 月末までオンデマンド配信中ですのでぜひ視聴ください。 
 2 月 7 日（金）、新宿区の食育講演会「知ってトクする！トクホの活用術～わたしに合うトクホの見つけ方～」が区
内に在住・在勤・在学の方を対象に四谷保健センターで開催されました。当協会の福山理事がリーダーを務めるトクホ
の技術部会 WG3 のメンバーが中心となって講演会を準備いただきました。私も講演会参加者からのご質問にお答え
する時間をいただきました。活発な質疑応答もあり、講演会参加者や新宿区担当者から大変喜ばれました。 
 2 月 28 日（金）、特定保健用食品講習会を開催し、講師として消費者庁食品表示課の土橋食品表示調査官
にお越しいただきました。「消費者庁の最近の動きと特定保健用食品に関する通知改正及び申請上の留意事項」につ
いてご講演をいただきました。また、特定保健用食品技術部会の活動報告が行われ、疾病リスク低減表示の拡大に向
けた取り組み、有効性評価書作成について、規格基準型トクホの活用などについてワーキンググループ活動報告が行わ
れました。 
当協会からは増山健康食品部長が「日健栄協の健康食品ＧＭＰの取組みと今後について」説明するとともに、私か
らは健康食品を一体的にとらえ、品質・安全性を確保しつつ、有効性について信頼性を高めていく健康機能表示の在
り方について日健栄協の考え方をお話しました。 

https://a23.hm-f.jp/cc.php?t=M269547&c=5584&d=0e34
mailto:kenshoku@jhnfa.org
https://a23.hm-f.jp/cc.php?t=M269548&c=5584&d=0e34
https://a23.hm-f.jp/cc.php?t=M269548&c=5584&d=0e34


 

  
公益財団法人 日本健康・栄養食品協会 理事長 矢島 鉄也 

  

  
 

  

 

 

＊配信停止・配信先の変更などは総務部  kaiin@jhnfa.org  までご連絡ください。 
配信元 公益財団法人 日本健康・栄養食品協会  https://www.jhnfa.org 
東京都新宿区市谷砂土原町 2 丁目 7 番地 27 
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